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（SGP-PA）

一般用（屋内・屋外用）

PFP-PB （JWWA K 132）
（SGP-PB）

埋設用（外面密着一層型）

PFP-PD （JWWA K 132）
（SGP-PD）

内面にポリエチレンをライニング。

それぞれの用途に信頼で応えるPFP®。

私たちが生活していく上に、欠かすことのできない水を

身近に供給している水道用鋼管。JFEは、この大切な水

を安心して使用していただくために小口径の給水用鋼管

として化学的に安定で極めて衛生的な水道用ポリエチレ

ン粉体ライニング鋼管を開発し、1978年よりPFP®と

して製造販売しております。PFP®は内面にポリエチレ

ン粉体をライニングした、いわば信頼性を裏打ちした給

水用鋼管といえます。

ポリエチレン粉体ライニング鋼管は、最近、環境リサイ

クル性に優れていることに加え、転造ねじ加工の適用が

可能になったことで、耐震・耐久性に優れた環境に優し

い配管システムの構築が可能となりました。

これらの性能は、各種の試験で実証されており、また各

現場での使用実績から今後とも給水用鋼管として、より

一層ご期待に添えるものと確信しております。

特　長

衛生面でも安心して使用できます。

ライニング被膜には、最も安全性の高いポリエチレ

ンを使用。耐水性に優れ、衛生上無害のため、安心

して使用できます。

ピンホールはありません。

厳密な管理のもとに製造されており、ピンホールの

心配はありません。

環境リサイクル性に優れています。

ポリエチレンと鋼管を分別せずに鉄スクラップ処理

が可能です。

強い密着度と優れた物性を
有しています。

酸洗、化成処理を行った原管に、厳重な温度管理の

下で高品質のポリエチレンを融着させています。ポリ

エチレンは、柔軟かつ強靭で鋼面によく密着してい

るため、外力や衝撃による多少の変形にも剥離を生

ずることなく、被膜は強い密着度を保持しています。

耐震、耐久性に優れた
転造ねじが適用できます。

転造ねじ＋ＰＦＰの組合せにより、耐震性に優れた

給水配管システムの構築が可能です。

優れた耐寒性能を有しております。

PFPは、－30℃の環境下まで、脆化することなく使

用できます。

設計流量が大きくとれます。

硬質塩化ビニルライニング鋼管に比較して内断面

積の減少度合が少なく、同一呼び径で設計流量を

大きくとることができます。

「PFP」は JFE スチール株式会社の登録商標です。
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■外面ポリエチレン被覆方法（PFP-PD）

2 3

PFPは、原管を酸洗し、次に化成処理を行い、

プライマー塗装後、一定の温度に加熱し、当社が開発した粉体塗装法により、

内面に密着性の良好なポリエチレンを融着させて製造します。

● 製 造 工 程

※日本水道協会

PFP-PA

PFP-PB

PFP-PD

製 造 方 法 PFPの標準仕様と品質

製 品 寸 法1

内面被膜はピンホール発生防止、耐水衝撃などを考慮した充分

な厚さをもっています。

PFP-PDの外面ポリエチレン被覆はJIS G 3469のP1Hです。

内面（ポリエチレン被膜）2

呼び径

（A）

 21.7×2.8

 27.2×2.8

 34.0×3.2

 42.7×3.5

 48.6×3.5

 60.5×3.8

 76.3×4.2

 89.1×4.2

114.3×4.5

 1.31

 1.68

 2.43

 3.38

 3.89

 5.31

 7.47

 8.79

12.20

原　　管 長さ

（m）

4.0

内　面
ライニング厚さ

（mm）

PFP-PDの
外面被覆厚さ

（mm）

0.30以上

0.35以上

0.40以上

1.7以上

1.5以上

1.6以上

外径×厚さ
（mm）

単位質量
（kg/m）

15

20

25

32

40

50

65

80

100

■ ライニング膜厚

■ 接着力（ピール強度）

ポリエチレンは、水に侵されず水質に悪影響を与えないものを使

用しています。その物性は下表の通りです。

■ 内面用ポリエチレンの物性

膜厚測定結果の一例
 項　目

密　度

引張破壊応力

引張破壊
呼びひずみ

硬　さ

ビカット
軟化温度

吸水率

耐塩素水性

単　位

kg/m3

MPa

%

HDD

℃

%

̶

JWWA K 132

920以上

10以上

300以上

40以上

85以上

0.04以下

水泡発生が
ないこと

試験結果

930

15

600

50

90

0.04以下

水泡発生
なし

試験方法

JIS K 7112

JIS K 7161-1

JIS K 7161-1

JIS K 7215

JIS K 7206

JIS K 7209

JWWA K 144

内面被膜の接着力は、下表に示す試験結果のとおり良好です。

呼び径

15A

50A

80A

膜厚（μm）

530

650

800

試験結果

78N/10mm幅で被膜破断

90N/10mm幅で被膜破断

108N/10mm幅で被膜破断

JWWA K 132

30N/10mm幅
以上

試験方法：
長さ100mmの供給管を採取して半割りし、管軸方向に平行に、10mm幅で内面素地ま
で被膜に切れ目を入れ、被膜の片端を起こし、180°方向に引張ります。
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内面に密着性の良好なポリエチレンを融着させて製造します。

● 製 造 工 程

※日本水道協会
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製 造 方 法 PFPの標準仕様と品質

製 品 寸 法1

内面被膜はピンホール発生防止、耐水衝撃などを考慮した充分
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内面（ポリエチレン被膜）2

呼び径
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 21.7×2.8

 27.2×2.8

 34.0×3.2

 42.7×3.5

 48.6×3.5

 60.5×3.8

 76.3×4.2

 89.1×4.2

114.3×4.5

 1.31

 1.68

 2.43

 3.38

 3.89

 5.31

 7.47

 8.79

12.20

原　　管 長さ

（m）

4.0

内　面
ライニング厚さ

（mm）

PFP-PDの
外面被覆厚さ

（mm）

0.30以上

0.35以上

0.40以上

1.7以上

1.5以上

1.6以上

外径×厚さ
（mm）

単位質量
（kg/m）

15

20

25

32

40

50

65

80

100

■ ライニング膜厚

■ 接着力（ピール強度）

ポリエチレンは、水に侵されず水質に悪影響を与えないものを使

用しています。その物性は下表の通りです。

■ 内面用ポリエチレンの物性

膜厚測定結果の一例
 項　目

密　度

引張破壊応力

引張破壊
呼びひずみ

硬　さ

ビカット
軟化温度

吸水率

耐塩素水性

単　位

kg/m3

MPa

%

HDD

℃

%

̶

JWWA K 132

920以上

10以上

300以上

40以上

85以上

0.04以下

水泡発生が
ないこと

試験結果

930

15

600

50

90

0.04以下

水泡発生
なし

試験方法

JIS K 7112

JIS K 7161-1

JIS K 7161-1

JIS K 7215

JIS K 7206

JIS K 7209

JWWA K 144

内面被膜の接着力は、下表に示す試験結果のとおり良好です。

呼び径

15A

50A

80A

膜厚（μm）

530

650

800

試験結果

78N/10mm幅で被膜破断

90N/10mm幅で被膜破断

108N/10mm幅で被膜破断

JWWA K 132

30N/10mm幅
以上

試験方法：
長さ100mmの供給管を採取して半割りし、管軸方向に平行に、10mm幅で内面素地ま
で被膜に切れ目を入れ、被膜の片端を起こし、180°方向に引張ります。



JFE SGP-PD 25A×4000 2024.3 T PFP-PD

水協検査証印 （水のマーク）

（製造者略号）

（種類の記号）（寸　法）

PFP

（商品名） （製造年月） （商品名） （ストライプ）

PFPの表示・PFPの荷姿
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項目 基準

▲試験証明書

■ 水質基準

PFP-PDの管端はプレーンエンドとし、管端未被覆部はℓの

範囲とします。

外面（ポリエチレン被膜）3
■ 管端被覆形状

PFP-PDの外面被覆に使用するポリエチレンは、高密度ポリエチ

レンで、硬さ・耐傷性・耐食性・耐薬品性・耐ストレスクラッキン

グ性に優れ、きわめて安定した品質をもっています。

■ 外面用ポリエチレンの物性

内面ポリエチレン鋼管の浸出試験はJWWA K 132に規定されて

おり、下表の通りです。

■ 表示例

ポリエチレン

モディファイド
ポリエチレン

鋼　管

内面
ポリエチレン

ℓ：20A以下…15mm以下

25A以上…20mm以下

ℓ

管端形状（PFP-PD）
 項　目

密　度

引張破壊応力

引張破壊呼びひずみ

硬　さ

ビカット軟化温度

耐環境応力き裂

耐衝撃性

吸水率

耐電圧

単　位

kg/m3

MPa

%

HDD

℃

h

̶

%

kV/mm

JWWA K 132準拠

915以上

11.8以上

300以上

40以上

85以上

96以上

ピンホールが
発生してはならない

0.04以下

30以上

試験結果

937以上

20.0以上

500以上

60

120

100以上

0.01以下

30以上

試験方法

JIS K 7112

JIS K 7161-1

JIS K 7161-1

JIS K 7215

JIS K 7206

JIS K 6922-2

JIS G 3469

JIS K 7209

JIS K 7140-1

▼基本物性

▼耐薬品性

薬　品　名

無　機　酸

ア ル カ リ

海　　　水

鉱　　　油

結　　　果

非常に耐える

非常に耐える

非常に耐える

耐 　 え 　 る

管1本ごとに以下の表示を行います。

■ 荷　姿

（転造ねじ加工対応品）

PFPの表示・PFPの荷姿

15A

20A

25A

32A

40A

50A

65A

80A

100A

PFP-PA, PB

 100

 80

 60

 40

 40

 30

 18

 15

 10

PFP-PD

 100

 75

 55

 40

 35

 25

 18

 15

 10

呼び径

種 類

●PFP-PA,PBは亜鉛めっきスチールフープにて結束します。
●PFP-PDはプラスチック製フープにて結束します。

（単位：本）

●給湯用には使用できません。40℃以下でご使

用ください。

●給水用以外にご使用の場合は、あらかじめご

相談ください。

使用上の注意

ピンホールの
発生なし

鉄及びその化合物 

有機物［全有機炭素（TOC）の量］

味

臭気

色度

濁度

残留塩素の減量　　　　  mg/L

水道施設の技術的基準を定める

省令の“ 別表第二 ”による。

0.7以下
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PFPへの転造ねじ適用
〈高耐震性給水配管システム〉

転造ねじとは1
従来の切削ねじと異なり、切削せず塑性加工によりねじ山を形

成するねじ加工法です。

切削ねじと比較しねじ部管厚が厚くなり、メタルフローが切断さ

れません。

転造ねじ適用可能な鋼管3

転造ねじの特長2

■ 転造ねじ加工時の断面

鋼　管

転造ローラ

【転造ねじ加工】 【切削ねじ加工】

転造ねじ 切削ねじ

押し込まれた部分 盛り上がった部分

テーパ
角度

切断された繊維状組織

■ ねじ部断面の比較

■ ねじ部で破断

■ 母管の方が破断

転造ねじ部の強度は切削ねじの約1.5倍。

突合せ溶接継手並みの強度となり、耐震性に優れます。

その他

　耐食性（余ねじ部のめっきが残る）

　環境性（切削屑の発生少、切削油の使用量減少）

　経済性（ローラー寿命はチェザーの10倍）　

など多くのメリットが有ります。

まとめ 転造ねじは切削ねじに比べ引っ張り強さは1.5倍。
突合せ溶接と同等の引っ張り強さを有する

引っ張り試験後の状態

弊社製PFPの転造ねじ加工・継手嵌合後断面

PFP-PB　模擬配管の暴露試験結果
（暴露場所：沖縄県浦添市／暴露期間：約１年）

※図・写真はレッキス工業（株）技術資料より許可を得て転載

転造ねじ
めっき残る
⇒錆無し

切削ねじ
めっき無し
錆発生

★転造ねじ＋鋼管の組合せにより、耐震性に優れた配管の構築が可能です。

 

用　途

給水配管

ガス用配管 SGP（黒、白）

外面被覆鋼管

その他
空調用配管、消火配管、
蒸気、油圧、エアなど

適用管種

ポリエチレン粉体ライニング鋼管
PA、PB、PD

塩ビライニング鋼管は適用不可
（ねじ加工により若干縮径＝管端防食継手と嵌合しない）
転造ねじ加工対応品を表す「Ｔ」の管体表示を確認ください

ライニングブレードで
外面被覆を予め剥がしてから転造

STPGは熱間仕上の継目無鋼管、
電気抵抗溶接鋼管を使用

・給水配管では、ポリエチレン粉体ライニング鋼管のみ適用可能です。

・ガス用配管向け外面被覆鋼管にも適用可能（外面被覆はライニングブレードで予め剥離します）

PFPの特長4
転造ねじ加工を行なっても密着力の低下は殆ど無く、JWWA規格値をクリアしています。

また、転造ねじ加工部の耐久性は非加工部と同等です。

なお、使用する管端防食継手は、PFP（転造ねじ、切削ねじ）と塩ビライニング鋼管とは共通です。

転造ねじ加工後の密着力を含め、JWWA規格のすべての項目について合格しています。

備　　考

■ 転造ねじ適用可能品種（15A～65A)
（適用管種 / サイズ等詳細はお問い合わせ下さい。）

転造ねじ加工前後のねじ部密着力の比較例
（PFP-PB 40Ａ　他サイズも同様。試験方法：180°ピール試験）

転造ねじ加工部の耐久性（二次密着力比較例）
（PFP-PB 50Ａ　試験方法：50℃、3％塩水浸漬後の

転造ねじ部と管体部(ねじ加工なし)の密着力比較）

転造ねじ断面 切削ねじ断面

転造ねじ：25A

破断部

切削ねじ：25A

破断部
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傷つきやすい

PFPの切断
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■PFPの切断 切断方法 管への適否

○

○

○

×

×

×

×

取扱上の注意事項

■保　管
屋内保管を原則としますが、やむをえず屋外保管をする場合

は覆いをしてください。

■配管作業
配管作業時には、とくに夏期

強い直射日光を管に当てて

被覆が軟らかくなることを避

けてください。また、鋭利な

石・砂利等により被覆に損

傷を与えないよう配慮してく

ださい。

■運搬作業
PFP-PDは運搬車への積上げ、積みおろし作業、起重機・

フォークリフトでの運搬作業等では、被覆に直接鋭利な部

分が接触しないように注意してください。吊上げにはワイ

ヤーロープの使用は避け、ナイロンスリング等をご使用くだ

さい。

■解　氷
電気解氷器、蒸気解氷器あるいはお湯

で解氷してください。トーチランプによ

る直火は用いないでください。

被覆鋼管用カッター

切断時の注意事項

内面にバリやかえりが出ることがありますので、面取り

工具、またはヤスリなどで除去してください。

パイプカッターで押し切った場合、かえりが出て内面被

膜を傷つけますので、使用しないでください。

内面被膜が燃え出しますので、絶対に行わないで下さ

い。

切り粉が付着しますので使用しないで下さい。

局部加熱を生じますので、使用しないでください。

PFPの配管施工例 PFPの配管施工においては、従来の切削ねじに加え転造ねじの加工も可能です。

ねじ切り機には上水用の水溶性切削油を使用し管内に流入した切

削油は水洗いや、ウエス等で充分除去してください。

■切削ねじ加工 ■管端防食継手

PFPの継手には、水質悪化に伴う赤水発生対策用として管端コア

を内蔵したコア継手（Cコア継手、CDコア継手：日本継手（株）

製）が用意されています。また外面のポリエチレン被覆は、配管施

工を容易にするため、特殊形状のスリーブが設けられており、ゴム

輪の使用により外部からの水の浸入を防止する構造となっていま

す。なお、PFPの継手は転造ねじ用、切削ねじ用共通で、また塩ビ

ライニング鋼管（JLP）とも共用出来ます。

被覆鋼管用のパイプレンチおよびバイスを使用することにより、外

面被覆を損傷せずに接続できます。接続に際し、管のねじ部およ

び切断面にシール剤をハケで均一に塗布します。

その際、たれるほど塗り過ぎないようにしてください。なお、防食剤

は水質に悪影響を与えない上水用のものを使用してください。パイ

プレンチ跡はごく浅く、問題にはなりません。

■継手の接続

PFPは、既存のねじ加工機に、転造ヘッドを取り付けることで、耐

震性に優れた転造ねじ加工も可能です。

詳しい施工方法は、転造ねじ加工機メーカーにお問合せくださ

い。

なお、65A以上の配管に転造ねじを適用する場合、継手との適合

性を事前にご確認の上施工ください。

また、PFP-PDに転造ねじを加工する場合は、あらかじめ転造ねじ

機に付属したライニングブレードで被覆を除去した後、転造ねじ加

工を行ない、コーキング材を使用して、CDコア継手と被覆の間の

隙間を埋めてご使用ください。

■転造ねじ加工

PFP-PDの配管システムとして、CDコア継手とともにゴム輪、また

はコーキング材を使用することで、テープ巻きを行うことなく完全

な防食配管が完成できます。いずれの場合も、ねじ部にはシール剤

を塗布してください。

■PFP-PD配管システム

ガス切断

自動金鋸盤

（バンドソー）

ねじ切り機搭載

自動丸鋸機

旋　　盤

チップソーカッター

パイプカッター

高速砥石
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